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研究成果の概要（和文）：本研究は、『万葉集』の語彙を語誌的な考察を中心とし、新たな『万葉集辞典』の刊
行を目指すところにあった。この三年間の研究成果として、①多田一臣『万葉集全解』のテキストデータ化を完
了したこと。これを利用した共同討議の場を設け、その語彙の検討を進めたこと。②柿本人麻呂の語彙研究を始
発とし、その作品世界の全貌を闡明にした『柿本人麻呂』（吉川弘文館）を刊行したこと。③同じく、高橋虫麻
呂・山部赤人の語彙研究を基本とした『高橋虫麻呂・山部赤人』（笠間書院）を完成させたこと。④『万葉集』
の語彙との比較から進めた『古事記』の歌謡研究を、『古事記』全体の評釈に結実させ、その完成をほぼ見たこ
とが挙げられる。

研究成果の概要（英文）：I studied vocabulary of "Manyoshu" from the view point of etymology and in 
this study, aimed at making "Manyoshu waka collection dictionary" in the near future.
The results of research of these three years are four of the nexts.
①I completed the text data of Kazuomi Tada " Manyoshu zenkai".  In addition, I established the 
collaborative place using this text data and pushed forward a study of the vocabulary of "Manyoshu".
　②I published " Kakinomoto no Hitomaro(by Yoshikawa Kobunkan)". In this book, I clarified the 
total perspective of his works from the view point of a study of the vocabulary of waka poem of 
Hitomaro.　③ I completed " Takahashi no Mushimaro and Yamabe noAkahito (in preparation by Kasama 
shoin)" likewise. In this book, I pushed forward a study to a clue with the vocabulary of the poet 
of these two.　④　I pushed forward the study of the songs and ballads of "Kojiki " as extension of 
the studies of "Manyoshu".  Furthermore, I almost completed the exegesis of " Kojiki ".

研究分野：日本古代文学
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、平成２２年度～２４年度年度科学

研究費基盤研究（C）に採択された研究「万

葉語彙の表現論的研究」の成果を受け継ぐも

のである。平成２２年、研究代表者は、『万

葉集』の全訳注である『万葉集全解』全７巻

を完成させたが、その執筆過程で痛感したの

は、『万葉集』の和歌の一つ一つの言葉を支

える世界像（世界観）を考えることなしには、

その表現のしくみを解き明かすことはでき

ないということだった。そこから、『万葉集』

の語彙を、語誌的な立場から明らかにするこ

とを考えた。『万葉集』の語彙研究は、これ

までは上代語（古代語）一般の中で、しかも

国語学の研究者を中心に進められてきた。

『時代別国語大辞典 上代編』や『岩波古語

辞典』の語誌的な説明は、そのすぐれた達成

を示している。とはいえ、それらは限られた

スペースの中での記述であり、また上代語

（古代語）一般の中での説明でもあるため、

そこに示された理解が必ずしも『万葉集』に

密着したものとはなっていない憾みもある。

このような意味から、私は新たな『万葉集辞

典』の構想がなされるべきだと考え、本研究

をその基礎作業として行うこととした。以上

が、研究当初の背景になる。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、新たな視点に立って、『万

葉集』の語彙を表現論的な視点から考察し、

将来的には『万葉集辞典』の作成を目指す

ための基礎を確立するところにある。本研

究では、とりわけ語誌的研究の視点に立っ

て、万葉語彙の考察を続けることを、当面

の目的とするが、同時に、万葉語彙の独自

性を浮き彫りにするために、『古事記』の歌

謡との比較、さらには、『万葉集』内部の語

彙の偏在を確認するため、柿本人麻呂、高

橋虫麻呂、山部赤人、山上憶良の語彙を通

じた作品分析を試みることも目的とした。

それによって、『万葉集』の表現世界のあり

ようを闡明することができると信じたから

にほかならない。 

 

３．研究の方法 

（１）研究代表者の『万葉集』の注釈書であ

る『万葉集全解』のテキストデータの整備を

行い、そのデータをもとに、有志による研究

会を組織し、共同討議を重ねながら、重要な

語彙についての語誌的検討を進めた。『万葉

集全解』のテキストデータは、簡便なものを

すでに作成してあるが、今回はそれをさらに

補訂し、語彙の検索に充分資することができ

るようにした。このデータを、共同討議の有

志にも配布することで、有益な討議ができる

ようになった。なお、『万葉集全解』の版権・

著作権の問題があるため、このデータは一般

には公開しない。この共同討議で得られた成

果は、『万葉集辞典』作成の際の大きな礎と

なるはずである。なお、この有志による研究

会は、現在も継続中であることを付言してお

く。 

（２）以下は、研究代表者の単独の研究とな

るが、（１）を進めるとともに、柿本人麻呂・

高橋虫麻呂・山部赤人・山上憶良の和歌を、

表現史的視点によって分析し、『万葉集』全

体の中で、その表現がどのような偏差をもっ

て現れているかについての検討を仔細に行

った。具体的な作品分析を中心としたが、と

くに柿本人麻呂、高橋虫麻呂・山部赤人につ

いては、研究書の執筆を書肆から求められて

おり、上記のような検討を踏まえた研究を推

し進めた。山上憶良については、やはり作品

分析を中心とした。憶良の場合は、独自な語

彙の使用が顕著であり、その丹念な分析を通

じて、他の万葉歌人から大きく隔たりをもつ

憶良の作品世界に迫ることを目指した。この

成果もまた、歌誌『礫』から連載を依頼され

ている憶良論の中に反映させた。表現史的の

基礎には語誌的な分析が必須であり、この意



味で（１）と（２）は互いに連動した研究と

なる。 

（３）『万葉集』の語彙研究を進めるに際し

て、同じ韻文でありつつも、『万葉集』とは

異なる位相をもつ『古事記』の歌謡について

も、これまた語誌的な分析を中心とする表現

史的な研究を同時に行った。その理由は、こ

れも『万葉集』の語彙との偏差を明らかにし、

それによって『万葉集』語彙の独自性を明ら

かにするためである。ところが、『古事記』

の歌謡の分析は、歌謡のみを対象とするだけ

では不十分である。それゆえ、歌謡をそれを

含む本文（地の文）とあわせて詳細に考察す

る必要がある。そこで、ここでは、歌謡のみ

ならず、『古事記』全体の新たな注釈ないし

評釈を作成することを、新たな目標に据え直

した。もとより、これも『古事記』の研究で

あると同時に、最終目標である『万葉集辞典』

完成に至り着くための基礎作業であること

は言を俟たない。 

４．研究成果 

 この三年間の研究成果として、以下の五点

を挙げることができる。 

（１）多田一臣『万葉集全解』のテキストデ

ータ化を完了したこと。これを利用した共同

討議の場を設け、その語彙の検討を進めたこ

と。これは上記「研究の方法」で記したこと

だが、現在もなお共同討議は継続中であり、

これによって新たな『万葉集辞典』の基礎を

固めつつあることが、その成果として挙げら

れるが、まだその公表には至っていない。 

（２）柿本人麻呂の語彙研究を始発とし、そ

の作品世界の全貌を闡明にした『柿本人麻

呂』（人物叢書、吉川弘文館）を刊行したこ

と。これも、上記「研究の方法」にその経緯

を記したとおりだが、この書では柿本人麻呂

の伝記研究を軸に、その作品分析を徹底して

行った。その分析には、繰り返すように、語

誌的あるいは表現史的な視点に立つ語彙研

究の成果を縦横に利用した。一例を挙げれ

ば、「吉野讃歌」の結句「水激つ 滝の都」

のタギツについて、「タギは激流を意味する

言葉で、川の霊威がもっともつよく現れる場

所である。その激流の地にあえて宮を造営し

た持統は、自然の威力をも制圧・支配する偉

大な帝王として称えられたことになる」（５

７頁）と述べたような箇所がそれにあたる。

また、この書では、謎の歌集とされる「柿本

朝臣人麻呂歌集」について、これまでの研究

史への反省を迫るような試論を提示した。詳

細は本書について見られたいが、すでに「本

書においてとりわけ重要な提言が示された

部分ではないかという印象であった」とする

書評（高松寿夫氏、『日本歴史』８０号）が

あることを記しておく。 

（３）同じく、高橋虫麻呂・山部赤人の語彙

研究を基本とした『高橋虫麻呂・山部赤人』

（日本歌人選、笠間書院）を完成させたこと。

これが第三の成果になるが、これもその一例

を挙げるならば、高橋虫麻呂の珠名娘子の歌

の「その姿の 端正しきに」とあるキラキラ

シについて、「光り輝く理想の美しさを示す

言葉だが、もともとは神女すなわち巫女の属

性を意味した」として、娘子が多くの男と通

ずることの意味を明らかにしたこと（１１

頁）などがそれにあたる。この書は、すでに

校了ずみであり、本年９月の刊行が予定され

ている。 

（４）山上憶良の独自な語彙を分析するこ

とで、『万葉集』における歌人憶良の独自

性を定位しえたこと。これは、歌誌『礫』

の連載として公表中だが、つとに高木市之

助が、「孤語」と名づけた、他に類例のな

い独自な語彙が顕著に見られる。そのこと

ごとくが、対象への讃美を本質とする和歌

の表現にはそぐわない否定的な意味合いを

もつ言葉であるところから、それらの言葉

を使用した憶良の和歌が、『万葉集』の表

現世界の中に、いわば「一つの極北」とし

ての位置を占めていることを実証的にあき



らかにした。 

（５）『万葉集』の語彙との比較から進めた

『古事記』の歌謡研究を、『古事記』全体の

新たな注釈ないし評釈に結実させ、その完成

をほぼ見つつあること。この事情についても

上記「研究の方法」に記したとおりだが、こ

れが完成・公刊されたあかつきには、従来の

『古事記』研究とは異なる視点からの成果と

して、とりわけ語誌的、表現史的視点から『古

事記』の表現を読み解いたものとして、内外

に大きなインパクトをもたらすものと信じ

ている。 

 なお、NHKラジオを通じて、研究成果の一

端を広範な視聴者に届けえたこともここに

特筆しておきたい。 

 最後に、国内外の研究へのインパクトだが、

本研究の全体について述べるなら、一つ一つ

の表現の背後にある世界像を検討しながら、

いわば表現史的な視点に立って、『万葉集』

の全体を見渡す作業を、さまざまなかたちで

ひとまずまとめえたことは、将来の『万葉集

辞典』の完成への大きな礎を築いたという意

味でも自負するところがあり、この成果は同

学の研究者にも有益な意味をもたらすこと

ができるものと考えている。 
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